


要約:当院 NICU に平成 8年 1月 1日から 12 月 31 日までの 1年間に入院した児 400 人のう

ち、感染症を疑い、sepsis work up を行ったのは 301 例(施行率 75%)、327 回であった。

このうち細菌感染症確定 23 例、細菌感染症疑い 71 例、ウイルス感染症および疑い 51 例、

非感染症 182例であった。ウイルス感染症のうちウイルス培養を行ったのは無菌性髄膜炎

5 例、細気管支炎 3 例のみで、大多数は臨床診断である。これらは臨床的に感染徴候を認

めた顕性ウイルス感染である。ウイルス感染の発症場所は院外 44 例に対して院内 7 例で

ある。われわれの施設では感染を疑った児は保育器内に収容し、ウイルス感染が濃厚であ

れば、コットに出さず、可能な限り退院まで保育器内にとどめる。このような対策により、

NICU 内での顕性の水平ウイルス感染の発症を少なくできると考えられる。


